
船舶事故等調査報告書 

平成２２年５月２７日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９神第１４０号 

事故等種類 同乗者負傷 

発生日時 平成２１年５月４日（月・祝） １３時３０分ごろ 

発生場所 滋賀県高島市今津町の今津四等三角点から真方位０３３°３,２８０ｍ付近

の琵琶湖上（概位 北緯３６°２０.１′ 東経１４０°３６.１′） 

事故等調査の経過  平成２１年５月２０日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

 事実情報 

 船種船名、総トン数 水上オートバイ イーグル、０.１トン 

 船舶番号、船舶所有者等  ２５３－２９５１７大阪、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、特殊小型船舶操縦士 

 死傷者等 負傷 １人（同乗者） 

 損傷 なし 

 事故等の経過 本船は、船長ほか１人が乗船し、琵琶湖の高島市今津浜を発し、船長が

操縦を練習する目的で、沖合に向かった。 

船長は、同乗者に後部座席に座ってもらい指導を受けながら、操縦練習

を行っていたが、平成２１年５月４日１３時３０分ごろ、毎時約４０㎞の

対地速力で約２００度方向に航行中、少し左にハンドルをとったところ、

同乗者が落水しそうな気がしたので、大きく右にハンドルを切ったとき、

付近を走っている水上オートバイの航走波の影響もあって左舷に大きく傾

いた。 

同乗者は、船長の操縦が安心できるものだったので、どこかにつかまる

こともなく、両手をだらりと下げた状態であったので、左舷側に落水し、

その際、左足を船体に打ちつけて負傷した。 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南東、風速 約０.８m/s 

海象：湖上は平穏であった。 

分析 乗組員等の関与 あり 

船体・機関等の関与 なし 

気象・海象の関与 なし 

判明した事項の解析 本船は、今津町沖の琵琶湖を航行中、ハンドル

を右にとったことにより、後部座席の同乗者が左

舷側に落水したものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が今津町沖の琵琶湖を航行中、船長がハンドルを右にと

ったため、後部座席の同乗者が左舷側に落水した際、左足が船体に当たっ

たことにより発生したものと考えられる。 

 

 




